
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
及
び
児
童
福
祉
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

案
要
綱

第
一

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
の
一
部
改
正

一

障
害
者
が
自
ら
の
望
む
地
域
生
活
を
実
現
す
る
た
め
の
支
援
の
充
実

１

重
度
訪
問
介
護
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
と
し
て
居
宅
に
相
当
す
る
場
所
を
加
え
る
こ
と
。
（
第
五
条
第
三

項
関
係
）

２

就
労
に
向
け
た
一
定
の
支
援
を
受
け
て
通
常
の
事
業
所
に
新
た
に
雇
用
さ
れ
た
障
害
者
に
つ
き
、
一
定
の
期
間
に
わ

た
り
、
当
該
事
業
所
で
の
就
労
の
継
続
を
図
る
た
め
に
必
要
な
当
該
事
業
所
の
事
業
主
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
を

行
う
者
、
医
療
機
関
等
と
の
連
絡
調
整
等
の
便
宜
を
供
与
す
る
「
就
労
定
着
支
援
」
を
創
設
す
る
こ
と
。
（
第
五
条
第

十
五
項
関
係
）

３

施
設
入
所
支
援
又
は
共
同
生
活
援
助
を
受
け
て
い
た
障
害
者
等
が
居
宅
に
お
け
る
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
上
で

の
各
般
の
問
題
に
つ
き
、
一
定
の
期
間
に
わ
た
り
、
定
期
的
な
巡
回
訪
問
に
よ
り
、
又
は
随
時
通
報
を
受
け
、
当
該
障

害
者
か
ら
の
相
談
に
応
じ
、
必
要
な
情
報
の
提
供
及
び
助
言
等
の
援
助
を
行
う
「
自
立
生
活
援
助
」
を
創
設
す
る
こ
と



。
（
第
五
条
第
十
六
項
関
係
）

４

六
十
五
歳
に
達
す
る
前
に
長
期
間
に
わ
た
り
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
（
介
護
保
険
法
の
介
護
給
付
費
等
対
象
サ
ー
ビ
ス

に
相
当
す
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
に
限
る
。
）
に
係
る
支
給
決
定
を
受
け
て
い
た
障
害
者
で
あ
っ
て
、
同

法
の
介
護
給
付
費
等
対
象
サ
ー
ビ
ス
（
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
相
当
す
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
に
限
る
。

）
を
受
け
て
い
る
も
の
の
う
ち
、
当
該
障
害
者
の
所
得
の
状
況
及
び
障
害
の
程
度
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
て
政
令
で

定
め
る
も
の
に
対
し
て
、
高
額
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
給
付
費
を
支
給
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
七
十
六
条
の
二

第
一
項
関
係
）

二

サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
を
図
る
た
め
の
環
境
の
整
備

１

障
害
者
等
及
び
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
を
行
う
者
そ
の
他
の
者
に
対
し
て
市
町
村
又
は
都
道
府
県
が
行
う
自
立
支
援

給
付
に
関
す
る
質
問
に
つ
い
て
、
都
道
府
県
知
事
が
指
定
す
る
法
人
に
委
託
す
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
こ
と
。
（
第
十

一
条
の
二
関
係
）

２

介
護
給
付
費
、
訓
練
等
給
付
費
、
地
域
相
談
支
援
給
付
費
又
は
計
画
相
談
支
援
給
付
費
等
の
請
求
が
あ
っ
た
と
き
に

市
町
村
が
行
う
審
査
に
つ
い
て
、
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
に
委
託
す
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
こ
と
。
（
第
二
十
九



条
第
七
項
、
第
五
十
一
条
の
十
四
第
七
項
及
び
第
五
十
一
条
の
十
七
第
六
項
関
係
）

３

補
装
具
の
借
受
け
に
よ
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
場
合
に
、
補
装
具
の
借
受
け
に
対
し
て
も
補
装
具
費
を
支
給
す
る
も

の
と
す
る
こ
と
。
（
第
七
十
六
条
第
一
項
関
係
）

４

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
内
容
及
び
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
を
提
供
す
る
事
業
者
又
は
施
設
の
運
営
状
況
に
関
す
る

情
報
で
あ
っ
て
、
障
害
者
等
が
適
切
か
つ
円
滑
に
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
を
利
用
す
る
機
会
を
確
保
す
る
た
め
に
公
表

さ
れ
る
こ
と
が
適
当
な
情
報
に
つ
い
て
、
都
道
府
県
知
事
は
、
事
業
者
又
は
施
設
か
ら
の
報
告
に
基
づ
き
、
そ
の
内
容

を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
七
十
六
条
の
三
関
係
）

三

そ
の
他
所
要
の
改
正
を
行
う
こ
と
。

第
二

児
童
福
祉
法
の
一
部
改
正

一

障
害
児
支
援
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に
き
め
細
か
く
対
応
す
る
た
め
の
支
援
の
充
実

１

重
度
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
障
害
児
等
で
あ
っ
て
、
児
童
発
達
支
援
等
を
受
け
る
た
め
に
外
出
す
る
こ
と
が
著
し
く

困
難
な
も
の
に
つ
き
、
居
宅
を
訪
問
し
、
日
常
生
活
に
お
け
る
基
本
的
な
動
作
の
指
導
等
の
便
宜
を
供
与
す
る
「
居
宅

訪
問
型
児
童
発
達
支
援
」
を
創
設
す
る
こ
と
。
（
第
六
条
の
二
の
二
第
五
項
関
係
）



２

保
育
所
等
訪
問
支
援
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
と
し
て
乳
児
院
等
に
入
所
す
る
障
害
児
を
加
え
る
こ
と
。
（
第

六
条
の
二
の
二
第
六
項
関
係
）

３

厚
生
労
働
大
臣
は
、
障
害
児
通
所
支
援
等
の
円
滑
な
実
施
を
確
保
す
る
た
め
の
基
本
的
な
指
針
を
定
め
、
市
町
村
及

び
都
道
府
県
は
、
当
該
指
針
に
即
し
て
、
障
害
児
通
所
支
援
等
の
提
供
体
制
の
確
保
そ
の
他
障
害
児
通
所
支
援
等
の
円

滑
な
実
施
に
関
す
る
計
画
を
定
め
る
も
の
と
し
、
当
該
計
画
は
障
害
福
祉
計
画
と
一
体
の
も
の
と
し
て
作
成
す
る
こ
と

が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
三
十
三
条
の
十
九
か
ら
第
三
十
三
条
の
二
十
五
ま
で
関
係
）

４

特
定
の
障
害
児
通
所
支
援
事
業
者
及
び
障
害
児
入
所
施
設
の
指
定
に
つ
い
て
、
都
道
府
県
が
定
め
る
区
域
に
お
け
る

支
援
の
量
が
３
の
都
道
府
県
の
計
画
で
定
め
る
必
要
な
量
に
達
し
て
い
る
と
き
等
は
、
都
道
府
県
知
事
は
、
指
定
申
請

に
つ
い
て
指
定
を
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
二
十
一
条
の
五
の
十
五
第
二
項
及
び
第
五
項
並
び

に
第
二
十
四
条
の
九
第
一
項
及
び
第
二
項
関
係
）

５

地
方
公
共
団
体
は
、
人
工
呼
吸
器
を
装
着
し
て
い
る
障
害
児
そ
の
他
の
日
常
生
活
を
営
む
た
め
に
医
療
を
要
す
る
状

態
に
あ
る
障
害
児
が
、
そ
の
心
身
の
状
況
に
応
じ
た
適
切
な
保
健
、
医
療
、
福
祉
等
の
支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
こ

れ
ら
の
支
援
を
行
う
機
関
と
の
連
絡
調
整
を
行
う
た
め
の
体
制
の
整
備
に
関
し
、
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
に
努
め



な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
五
十
六
条
の
六
第
二
項
関
係
）

二

サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
を
図
る
た
め
の
環
境
の
整
備
と
し
て
、
第
一
の
二
の
１
、
２
及
び
４
と
同
様
の
改
正
を
行
う
も

の
と
す
る
こ
と
。

三

そ
の
他
所
要
の
改
正
を
行
う
こ
と
。

第
三

施
行
期
日

こ
の
法
律
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
第
二
の
一
の
５
は
、
公
布
の
日
か

ら
施
行
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

第
四

検
討

政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
三
年
を
目
途
と
し
て
、
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活

を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
及
び
児
童
福
祉
法
の
規
定
に
つ
い
て
、
そ
の
施
行
の
状
況
等
を
勘
案
し
つ
つ
検
討
を
加

え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

第
五

経
過
措
置
等

必
要
な
経
過
措
置
を
定
め
る
と
と
も
に
、
関
係
法
律
に
つ
い
て
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
こ
と
。


